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平成２７年度「県と市町の地域づくり連携・協働協議会」（地域会議）１対１対談 開催結果（主な発言内容） 平成27年7月23日 現在

対談
市町名

対談項目 各市町長の主な発言内容 知事の発言内容

3 南伊勢町

対談項目１
地方創生について
①若者定住対策につい
て

集団移転促進事業の要
件緩和

・若者の流出が厳しく、これにより地域の活力が低下し
ている現状がある。
・このため、産業振興への積極的な取組、就業機会の拡
大に取り組むことで、UIJターン促進や若者定住を図
り、地域の活性化の促進へ繋げる必要がある。
・若者の町外転出の対策として、津波の来ない安全な家
が必要であり、このため高台に住宅地を創る必要があ
る。
・集団移転促進事業の規模要件は１０戸以上であるが、
高齢化が進み、人口が減ってきている南伊勢町には厳し
い要件であるため、集団でなくても高台へ移転できる制
度改正をお願いしたい。

・９県の知事と共に１０戸の規模要件緩和について国に
要望を上げてきたが、認められていない状況である。
・南伊勢町も一緒になって、地域の実情を伝えながら実
現していきたい。

南伊勢町

対談項目１
地方創生について
①若者定住対策につい
て

高台移転に関する水道
等ライフラインにかかる
財政支援制度

・ライフラインにかかる財政支援制度の拡充をお願いし
たい。

・下水道耐震化事業は国の補助対象となっているのが、
上水道耐震化事業は補助対象となっていないため、国に
対し要望を行ってきたが、未だ認められていない状況で
ある。
・南伊勢町も一緒になって国に要望していきたい。

南伊勢町

対談項目１
地方創生について
①若者定住対策につい
て

高台移転のための地方
債制度の創設

・40～50年といった償還期限の長い地方債制度の創設を
お願いしたい。

・償還期限の延長等地方創生を総合的に支援する地方債
の創設について、全国知事会等の場で国に要望していき
たい。

南伊勢町

対談項目１
地方創生について
②地域を担う人勢の育
成（児童・生徒の学力の
向上）

少人数授業を行うための
加配教員の増員

・現在、町で小学校３校に１１人、中学校２校に５人の
教育支援員を配置している。小規模校であっても学力を
向上させていくことが大事と考えている。
・平成２６年４月の学校統合により配置されていた加配
教員が来年４月にはなくなってしまうため、生徒の学力
向上に向け、教員の増員をお願いしたい。

・教員の加配については、人件費がかさむが、ティー
ム・ティーチングや習熟度別指導等学力向上への効果が
期待できることから、財源の確保に努めていきたい。

南伊勢町

対談項目１
地方創生について
②地域を担う人勢の育
成（児童・生徒の学力の
向上）

思考力・判断力・表現力
を身につける授業を行う
ための教員研修の充実

・町では小中学校の連携を進め、教員同士が参観しあっ
たり、９年間を通じた教育を始めている。
・習熟度別に授業するなど、先生方が様々な工夫をする
ことで、学力の向上につながっている。

・小中学校の連携は、全国的に学力の高い福井県や秋田
県でも取組んでいる。ぜひ、地域の皆さんも応援してい
ただきたい。
・全国学力・学習状況調査で、南伊勢町は結果が出る前
に教員による自己採点や分析をして、次に繋げる取組を
している。この結果、南伊勢町の学力向上に繋がってい
る。




